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ごあいさつ 

                           理事長 阪口貴子 

はじめに 

 ２月６日、トルコ・シリア大地震が発生しました。死者が４～５万人以上と報道。氷

点下のガレキの中から、幼い子どもの救出光景（飲料のキャップから口へ注がれる水

を美味しそうに飲み干す幼児の笑顔）に心が救われました。多くの犠牲者の方々のご

冥福を祈ります。人流により派生する国籍・民族での差別・偏見・誹謗中傷を許しては

いけません。 

ロシアのウクライナ侵攻から１年、終息は見えない状況です。多くの人道支援の中

で、国連ＵＮＨＣＲ協会（国連難民高等弁務官事務所）の活動（民族・宗教・思想・性

別・国籍の違いを認め、人間の命と尊厳を大切にする行動）にも敬意と共感を覚えま

す。 

社会状況の変化、変革、時間対効果の中、これまで通りが当たり前でない事を知らさ

れています。私たちは障がいのある子の親として、６０年間の活動は、わが子のしあわ

せを願う親の姿に関係者の皆様の共感、支援と会員の皆様のボランテイア力で続けて

来られました。ありがとうございました。改選期につき、令和５年度は、新しい執行部

体制となります。今後とも、ご支援よろしくお願いいたします。 

 

この子らを世の光に 地域であたり前に暮らせる環境を 

奈良県障害福祉課 新しい条例 

福祉の奈良モデルとして、仮称「奈良県障害のある人及びその家族等に生涯にわ

たりつながり続ける障害福祉の推進に関する条例」が作成され、意見公募がすみ、２

月に定例県議会に上程され、令和５年４月１日から施行となります。 

今伝えておきたいこと 

一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合会（全育連）の動き 

①  北海道江差町の社会福祉法人「あすなろ福祉会」において同棲・結婚を希望

する場合に不妊処置を入居条件化していた事案について 12 月に全育連の久保

会長が声明文を出されました。それに伴い共同通信社から「知的障害のある人

の恋愛・結婚・子育てについて」のアンケート調査の依頼があり協力しました。 

② 全育連の久保会長が、「成年後見制度の在り方検討会」（法務省主催）の委員

をされています。会員アンケート結果による、使いやすい成年後見制度づくり

（成年後見制度のスポット利用や、成年保護特別代理人制度等）に向けて議論

がすすんでいます。 

 

第５４回奈良県特別支援教育研究会・研究大会（２月６日）に行ってきました。 

 3年ぶりに来賓として出席し、式典後、大六一志氏（公認心理師）によるウエクス

ラー式知能検査（ＷＩＳＣ－Ⅴ）の講演を拝聴しました。この知能検査は、全体の知

能と４つの指標（言語理解・知覚推理・ワーキングメモリー・処理速度）があり、発

達のバラツキの有無、得意な部分と苦手な部分を知る事ができるそうです。検査体

制整備や指標の分析には専門職が必要ですが、多くの特別支援の先生方々の学びの

場となり、今後の実践に期待いたします。 

 
行動分析学による幼稚園 

障害者権利条約の対日審査、インクルーシブ教育の推進中、ＴＶのドキュメンタ

リー番組で、日本初の行動分析学による共生の幼稚園「学校法人西軽井沢学園サム

エル幼稚園」の存在を知りました。ギフテッド支援も含め、個別最適化への学習。

教育の部門でも多様性を認めた共生社会の実現へのうねりだと思います。 

                    ２０２３年２月 1８日：記 
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